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備陽史探訪の会の目的
備後を中心とした地域
の歴史を研究し、愛郷
の精神を涵養する。
（会則第１章第２条より）

行事参加の
お申込は

「要申込」のある各行事参加
の申込は以下のいずれかより
お申込ください。
◎公式サイトの参加申込フォーム
　「https: // bingo-history.net」

◎事務局へメール
　[info@bingo-history.net]
◎田口会長宅へ電話
　[084-953-6157]

〔備陽史探訪の会事務局〕
〒 720-0824
広島県福山市多治米町5-19-8
TEL&FAX 084-953-6157
E-mail info@bingo-history.net

公式サイト
https://bingo-history.net

2021（令和 3）

行事案内
7月号

7 月・8 月・9 月の行事日程一覧

今後新型コロナの推移によっては、行事の直前になっての中止も
ありうる状況です。その場合、探訪の会のホームページで告知し
ますので、参加される前、必ず

探訪の会公式サイトでの確認をお願いします。

行事参加に当たってのお願い

7 月 24 日（土）【歴史講演会】
　　備後国衆列伝

8月 22 日（日）【分布調査】（要申込）
　　中世石造物分布調査（神辺町方面）

9月 25 日（土）【創立 40周年記念歴史講演会】
　　足利氏と備後国

9月 27 日（月）【分布調査】（要申込）
　　中世石造物分布調査（沼隈町方面）

7月 25 日（日）【分布調査】（要申込）
　　中世石造物分布調査（芦田町方面）

7 月 17 日（土）【中世史部会】「中世を読む」
7 月 21 日（水）【古文書解読会】
7 月 24 日（土）【古代史部会】「大人の博物館教室」
8 月   7 日（土）【近世・近代史部会】「近世福山を学ぶ」
8 月 18 日（水）【古文書解読会】
8 月 28 日（土）【古代史部会】「大人の博物館教室」
9 月 11 日（土）【近世・近代史部会】「近世福山を学ぶ」
9 月 15 日（水）【古文書解読会】
9 月 18 日（土）【中世史部会】「中世を読む」
9 月 25 日（土）【古代史部会】「大人の博物館教室」

各部会学習会のスケジュール

ワクチン接種が
進む 9月行事案

内

分から徐々に従
来ペースに戻し

て

いくつもりです
。

｢ 備陽史研究 ｣ 原稿募集中

　｢ 備陽史研究 ｣ は備陽史探訪の会紀要です。　論文はも
とより論考や研究ノート、調査報告、また、新たに発見し
た史料紹介や、未解読の古文書解読など、郷土史に関する
原稿を会員から広く募集しています。郷土史発展のために、
奮ってご応募ください。右記事務局へ送付ください。
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芦田町を調査します。事前の所在確認や調査カード作成をお願いします。

【集合】　午後１時半　　新市支所　駐車場
【その他】　 雨天の場合は中止し、後日実施。　実施可能かどうか、微妙な天気の際は、
  田口会長宅へ電話での確認をお願いします。

※なお、次回以降の予定は次の通りです。
　8 月２2 日（日）神辺町方面
　　【集合】午後１時半　　菅茶山記念館駐車場
　9 月２7 日（月）沼隈町方面
　　【集合】午後１時半　　サファ福山　ユーホー北駐車場

要
申込

中世石造物調査7 月 25 日（日）

    「備後国衆列伝」   講師 田口義之 会長

【期日】　　　　　　7 月 24 日（土）14 時～ 15 時半
【会場】　　　　　　ふくやま草戸千軒ミュージアム（博物館）地下講堂
【備考】　　　　　　聴講無料・参加申込不要（但し、先着 150 名）

令和 3 年度  夏季歴史講演会（県立歴史博物館共催）7 月 24 日（土）

毎年恒例となっています、夏季歴史講演会、本年度は田口会長に「備後
国衆列伝」と題してお話いただきます。国衆とは、戦国時代の在地領主
のことで、大は備後の山内首藤・宮・三吉氏、安芸の毛利・小早川氏から、
小は郷村に割拠した湯浅・渡辺氏などのように、大小様々な国衆が各地
に割拠し、彼等の動向が地域の歴史を形作りました。今回は、こうした
国衆の中から湯浅・新見・長・馬屋原氏等のような小規模な国衆の動向
に焦点をあてて話してもらいます。

創立 40 周年記念誌　「ぶらり探訪―福山・尾道・笠岡―」
　本会は、創立 10 周年以来、節目（5年）ごとに、記念事業として、記念誌
の発刊を行なってきました。今回も、11月 13 日の記念祝賀会を目標に、出版
準備を進めております。内容は、本会のメイン行事となった「ぶら探訪」の内
容をわかり易く、誰でも追体験できる「郷土史のガイドブック」となっており
ます。ご期待下さい。なお、本誌は、祝賀会の参加者には記念品として、無料
でお配りし、残部は書店等で販売する予定です。

今まで発刊した記念誌一覧
10周年「備陽史探訪」復刻版（第 1集）：15周年「山城探訪」
20周年「ふるさと探訪」：25周年「続山城探訪」：30周年「福山の遺跡 100 選」
35周年『福山の石造物』
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【時間】　　　　　　14 時～ 15 時半
【会場】　　　　　　ふくやま草戸千軒ミュージアム（博物館）地下講堂
　　　　　　　　　昨年のご案内と会場が異なっています。ご注意ください。

【募集人員】　　　　150 名
【参加費】　　　　　無料
【備考】　　　　　　新型コロナウイルス感染防止のため、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マスク等のご着用を御願いします。

要
申込

　　創立 40 周年記念歴史講演会9 月 25 日（土）

   　 ｢ 足利氏と備後国 ｣

 「足利氏は鞆に興り、鞆に滅ぶ」と言われるように備後は、室町幕府の将軍
家であった足利氏と深い係わりがあります。また ､ 足利氏の一族で、「御一家
衆」と呼ばれた渋川氏は、南北朝時代以来、備後に所領を持ち、戦国時代には、
三原市八幡の美生の小童山城を築き、一時、戦国大名として大きな勢力を持
ちました。今回は、この足利氏と備後のかかわり等を、新進気鋭の中世史家
である、谷口先生にわかり易く解説してもらいます。

備陽史探訪の会創立 40 周年記念事業

   　   　                      谷口　雄太氏
（東京大学大学院人文社会科学研究科研究員）

【会場】　　　　　　ニューキャッスルホテル　宴会場（予定）
【受付開始時間】　　17 時（予定）
【募集人員】　　　　未定
【参加費】　　　　　未定
【備考】　　　　　　新型コロナウイルス感染防止のため、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マスク等のご着用を御願いします。

要
申込

　　創立 40 周年記念祝賀会11 月 13 日（土）

 今まで記念祝賀会は記念講演会に引き続き行ってまいりましたが、新型コロ
ナの流行もあり、飲食を伴う会でもあることから、ほぼ全員がワクチンを打
ち終わる 11 月に実施することと致しました。
　備陽史探訪の会もすでに不惑の歳を越えました。とは言え惑うことの多い
この 2 年間でしたが、更なる高みを目指して、盛大に祝いましょう。

新型コロナ感染拡大により昨年から延期していましたが、今年実施の運び
となりました。

   　詳細は 9 月行事案内をご覧ください
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古代史部会
「近世福山の歴史を学ぶ」

ー画像でも楽しむ我がふるさと―

◆7月　お休み

（第９０回）
◆ 8月7日（土）
※第2土曜日がお盆の日程に重
なるため、第1土曜日に変更
しています。

◆担当　河本正二
◆内容　「沼隈郡の寺院　１
　　　　山南光照寺と真宗寺院」
沼隈郡には現在も沢山の寺院が
あり、地域、宗派に特徴が見ら
れます。その元となる歴史的背
景、沼隈郡及び周辺の歴史と共
に各寺院を見て行きます。最初
はこの地域に最も大きな足跡を
残している浄土真宗。西国真宗
の開基で総本山であった山南光
照寺と末寺の発展の歴史を見て
行きます。

（第９1 回）
◆ 9月１1日（土）
◆担当　高木康彦
◆内容　「福山藩阿部氏　第二回
　初代藩主正邦の治政―その２―

「町方支配・
       日東第一形と朝鮮通信使」
前回の村方支配に引き続き、今
回は町方支配の仕組みを取り上
げます。
また正邦福山入部翌年、来日し
た朝鮮通信使は鞆津対潮楼で日
東第一形勝や漢詩など多くの墨
書を残しました。現在、模刻木
額され、対潮楼に掲げられてい
るこれら遺書を解説します。

それぞれ
◆午前９時４５分～
◆福山市民参画センター

中世史部会 近世・近代史部会
「大人の博物館教室」
広島県立歴史博物館の「常設展
示」を中心に、毎回１つのテー
マで見学・学習します。
◆7月２4日（土）（その４）
　　弥生時代から古墳時代へ
◆8月２8日（土）（その5）
　　古墳時代のはじまりと備後
◆9月２5日（土）（その6）
　　東アジア世界の中の「倭国」

◆午前10時30分～１２時
◆広島県立歴史博物館
◆講師　網本善光
◆博物館集合（入館料自己負担）

上記各部会の講座は参加費 100 円を頂いております。
別途費用がかかる場合もあります。（資料コピー代など）

よろしくご協力ください。

銀山城跡測量調査
現在7～9月で計画されている
測量調査はありません。

「中世を読む」（３７７回）
◆7月１7日（土）午後2時～
◆福山市民参画センター
◆担当　嶋田浩二
◆伯耆・因幡における
                   杉原盛重の足跡

◆8月　お休み

「中世を読む」（３７8回）
◆9月１8日（土）午後2時～
◆福山市民参画センター
◆担当　瀬良泰三
◆守護の城　正戸山城と
　　南北朝期　備後南部の歴史
南北朝期、正戸山城は守護の城
として機能し、備後南部の動乱
はこの城を中心に戦われました。
正戸山城の歴史地理学的考察と、
これを中心に起こった南北朝期
の備後南部の大変動を考えます。

古文書解読会
◆7月21日（水）午後７時
◆8月18日（水）午後７時
◆9月15日（水）午後７時
◆場所　福山市民参画センター
【内容】「井上家文書の解読」
◆参加費　テキスト代実費
参加希望の方は事務局まで申し
出てください。（メール・電話）


